
名
月
⒡
⒢
八
月
の
詩
　

一
海
知
義

作
者

一
海
知
義

　
昭
和
四
（
一九二九）
年
〜
平
成
二
十
七
（
二〇一五）
年
。
中
国
文
学
者
。
神
戸

大
学
名
誉
教
授
。
奈
良
県
の
生
ま
れ
。
昭
和
二
十
八
（
一九五三）
年
、
京
都
大

学
文
学
部
卒
。
陶
淵
明
・
陸
游
か
ら
夏
目
漱
石
・
河
上
肇
ま
で
研
究
の
対
象

は
広
く
、『
漢
詩
一
日
一
首
』（
平
凡
社
）『
漢
詩
入
門
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新

書
）
な
ど
、
優
れ
た
入
門
書
や
エ
ッ
セ
イ
も
多
い
。『
一
海
知
義
著
作
集
』

（
全
一
一
巻
、
藤
原
書
店
、
平
二
〇
〜
令
二
）
が
あ
る
。

出
典

　
本
文
は
『
漢
詩
逍
遥
』〔
平
成
十
八
（
二〇〇六）
年
刊
、
藤
原
書
店
〕
に
よ

っ
た
。
同
書
は
、
Ⅰ
漢
詩
逍
遥
、
Ⅱ
河
上
肇
を
語
る
、
Ⅲ
陸
游
を
読
む
、
Ⅳ

漢
字
・
漢
語
、
Ⅴ
帰
林
閑
話
、
Ⅵ
雑
纂
の
六
部
か
ら
な
り
、
本
文
に
載
録
し

た
「
名
月
⒡
⒢
八
月
の
詩
」
は
、
Ⅰ
の
「
四
季
の
詩
⒡
⒢
漢
詩
四
方
山
話
」

中
の
一
篇
で
あ
る
。

　
な
お
、『
源
氏
物
語
』
の
現
代
語
訳
は
本
書
掲
載
に
あ
た
り
、
原
文
に
追

加
し
た
。
教
科
書
に
収
録
す
る
に
際
し
て
、
漢
字
・
送
り
が
な
・
句
読
点
な

ど
に
つ
い
て
は
教
科
書
と
し
て
統
一
し
た
体
裁
に
改
め
た
。
ほ
か
、
以
下
の

点
に
関
し
て
出
典
と
の
異
同
が
あ
る
。「
二
千
里
外
の
故
人
の
心
」（
原
文
Ｐ

三
八
・
１
）
を
教
科
書
教
材
に
合
わ
せ
て
、「
二
千
里
外
故
人
の
心
」（
教
科

書
Ｐ
一
六
二
・
上
４
）
に
、「
八
月
十
五
日
の
夜
、
禁
中
に
て
独
り
直
し
」

（
原
文
Ｐ
三
八
・
３
）
を
教
科
書
教
材
に
合
わ
せ
て
、「
八
月
十
五
日
夜
、
禁

中
に
独
り
直
し
」（
教
科
書
Ｐ
一
六
二
・
上
７
）
に
、「
猶
お
想
う
　
清
光
　

同
じ
く
見
ざ
る
こ
と
を
」（
原
文
Ｐ
三
八
・
５
）
を
教
科
書
教
材
に
合
わ
せ

て
、「
猶
お
恐
る
　
清
光
　
同
じ
く
は
見
ざ
る
を
」（
教
科
書
Ｐ
一
六
三
・
上

10
）
に
、「
秋
陰
足
し
」（
原
文
Ｐ
三
八
・
６
）
を
教
科
書
教
材
に
合
わ
せ
て
、

「
秋
陰
足
る
」（
教
科
書
Ｐ
一
六
三
・
上
11
）
に
、
改
め
た
。

参
考
文
献

教
師
用

「
白
居
易
研
究
講
座
　
第
４
巻
　
日
本
に
お
け
る
受
容
　
散
文
篇
」

太
田
次
男
ほ
か
編
　

勉
誠
出
版
　
平
六

「
源
氏
物
語
と
白
楽
天
」
中
西
進
　

岩
波
書
店
　
平
九

「
和
漢
朗
詠
集
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
三
木
雅
博
　

平
二
十
五

生
徒
用

「
白
楽
天
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国

の
古
典
）
下
定
雅
弘
　

平
二
十
二
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発
問
例

●
一
六
二
ペ
ー
ジ

問
光
源
氏
は
「
故
人
心
」（
上
13
行
目
）
の
句
で
誰

を
思
っ
て
い
る
か
。

答
宴
を
と
も
に
し
た
宮
中
の
人
た
ち
。

補
著
者
の
解
説
で
は
「
都
に
の
こ
し
て
来
た
女
た

ち
」
で
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
全
体
の
内
容
を

前
提
と
し
て
、
原
詩
と
対
比
的
に
述
べ
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、「
故
人
」
を
都
か
ら
離
れ
た
須
磨

に
い
る
光
源
氏
自
身
の
こ
と
と
し
て
、
元
稹
が
都

を
思
う
心
情
に
例
え
た
の
で
は
な
い
か
と
の
質
問

も
あ
り
得
る
が
、
そ
の
前
に
「
所
々
な
が
め
た
ま

ふ
ら
む
か
し
」
と
あ
る
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、「
故

人
心
」
は
都
に
の
こ
し
て
き
た
人
々
の
思
い
と
す

る
の
が
自
然
な
理
解
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
句
を
吟
じ
て
涙
を
流
し
た
源
氏
の
心
情
ま
で

含
め
て
想
像
す
れ
ば
、
互
い
を
思
い
合
う
ど
ち
ら

を
も
結
局
は
指
す
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
見
方

も
成
り
立
つ
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。

語
句
の
研
究

●
一
六
二
ペ
ー
ジ

上
6
元
稹
　
七
七
九
年
〜
八
三
一
年
。
中
唐
の
文

人
・
官
僚
。
八
〇
三
年
、
白
居
易
と
と
も
に
書
判

抜
萃
科
に
及
第
し
て
同
じ
く
秘
書
省
校
書
郎
に
就

き
、
生
涯
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
八
一
〇
年
、
宦

官
と
対
立
し
て
監
察
御
史
の
職
を
解
か
れ
、
江
陵

（
現
在
の
湖
北
省
荆
州
市
）
に
左
遷
さ
れ
た
。
地

方
官
を
歴
任
し
た
後
に
都
に
還
り
、
宰
相
に
ま
で

至
っ
た
が
、
地
位
は
安
定
せ
ず
、
武
昌
軍
節
度
使

で
没
し
た
。

上
9『
源
氏
物
語
』　
物
語
。
五
十
四
帖
。
作
者
は
紫

式
部
。
十
一
世
紀
初
め
頃
成
立
。
須
磨
の
巻
は
、

朧
月
夜
と
の
関
係
が
発
覚
し
た
源
氏
が
、
紫
の
上

を
都
に
残
し
て
須
磨
に
退
き
、
愁
い
の
う
ち
に
過

ご
し
た
日
々
を
描
く
。

下
13
藤
原
公
任
　
九
六
六
年
〜
一
〇
四
一
年
。
四
条

大
納
言
と
称
さ
れ
る
。
学
芸
に
長
じ
、
和
歌
・
漢

詩
・
音
楽
に
才
能
を
発
揮
し
た
。
歌
論
書
の
『
新

撰
髄
脳
』、
撰
集
と
し
て
『
金
玉
集
』『
三
十
六
人

撰
』
が
あ
る
。
晩
年
は
出
家
し
て
洛
北
に
隠
棲
し

た
。

下
13『
和
漢
朗
詠
集
』　
藤
原
公
任
が
漢
詩
文
の
秀
句

や
和
歌
の
優
れ
た
も
の
を
主
題
ご
と
に
分
類
し
て

編
ん
だ
詞
華
集
。
上
巻
は
四
季
、
下
巻
は
天
象
・

草
木
・
禽
獣
・
遊
宴
に
わ
た
っ
て
部
立
て
さ
れ
て

い
る
。
採
録
さ
れ
た
漢
詩
句
の
う
ち
、
中
国
の
も

の
で
は
白
居
易
が
七
割
近
く
を
占
め
る
。

●
一
六
三
ペ
ー
ジ

上
1
江
陵
　
現
在
の
湖
北
省
荆
州
市
に
属
す
る
長
江

中
流
北
岸
の
都
市
。
古
く
は
楚
の
都
で
あ
る
郢え
い

が

あ
っ
た
。
そ
の
後
も
水
陸
交
通
の
要
所
と
し
て
発

展
し
、
六
朝
の
梁
で
は
都
が
置
か
れ
た
こ
と
も
あ

る
。
な
お
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
元
稹
が
江
陵

で
作
っ
た
「
過
◥襄
陽
楼
ゕ
呈
◥上
府
主
厳
司
空
◣」

の
句
「
払
⒏水
柳
花
千
万
点
、
隔
⒏楼
鴬
舌
両
三
声

（
水
を
払
う
柳
花
は
千
万
点
、
楼
を
隔
つ
る
鴬
舌

は
両
三
声
）」
の
句
が
「
暮
春
」
に
採
ら
れ
て
い

る
。
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解
説

　
こ
の
文
章
は
、
日
本
で
は
「
仲
秋
の
名
月
」
と
言
う
の
に
対
し
て
、
中
国

に
は
「
名
月
」
と
い
う
語
は
な
く
「
明
月
」
と
言
う
こ
と
か
ら
説
き
起
こ
し

て
、
中
国
で
は
ど
の
よ
う
な
月
で
あ
れ
月
は
月
な
の
で
「
名
月
」
の
よ
う
に

他
と
区
別
し
た
言
い
か
た
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
で
は
日
本
で

は
な
ぜ
「
名
月
」
と
言
う
の
か
に
つ
い
て
説
明
は
な
い
が
、「
名
月
」
と
言

わ
な
い
中
国
の
裏
返
し
、
つ
ま
り
、
日
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
月
を
区
別
し
て

い
る
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
日
本
文
学
に
お
け
る

月
は
、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
細
か
く
分
け
ら
れ
、
中
国
に
は
な
い
十
三
夜
の

行
事
（
豆
名
月
・
栗
名
月
）
も
あ
る
。
ま
た
、
月
齢
の
違
い
と
も
関
連
し
て
、

月
の
見
え
る
時
間
に
つ
い
て
も
敏
感
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
全
体
の
傾
向
と

し
て
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
著
者
の
卓
見
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
日
本
で
最
も
知
ら
れ
た
十
五
夜
の
月
の
漢
詩
と
し
て
白
居
易
が
元

稹
を
思
っ
て
作
っ
た
詩
を
挙
げ
、『
源
氏
物
語
』
中
で
源
氏
が
そ
の
う
ち
の

頷
聯
を
吟
誦
し
て
い
た
場
面
と
比
較
し
て
、
男
性
の
文
学
で
あ
っ
た
中
国
古

典
詩
と
女
性
の
文
学
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
と
の
違
い
に
説
き
及
ぶ
。
文
学

に
お
け
る
表
現
が
そ
の
担
い
手
個
人
の
心
情
の
み
な
ら
ず
、
社
会
生
活
と
の

関
連
が
深
い
こ
と
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
る
契
機
と
な
る
。
こ
の
単
元
で
扱
っ

た
送
別
や
望
郷
が
、
中
国
の
士
大
夫
の
社
会
生
活
に
お
い
て
不
可
避
の
普
遍

的
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
を
改
め
て
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
士
大
夫
は
、
古
典
の
知
識
を
蓄
え
、
高
度
な
読
み
書
き
が
で
き
る
階
層
で

あ
る
。
儒
教
的
な
倫
理
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
天
下
の
安
寧

の
た
め
に
費
や
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
そ
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば

政
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
左
遷
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
思
い
通
り
に
天
下
の
統

治
に
参
与
で
き
る
方
が
少
な
い
と
す
ら
言
え
る
。
白
居
易
と
元
稹
の
よ
う
に

生
涯
の
友
人
で
あ
る
こ
と
を
貫
く
の
は
、
あ
る
い
は
一
途
な
恋
を
貫
く
の
と

同
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
伴
う
の
で
あ
っ
た
。

　
著
者
は
最
後
に
、
二
人
が
と
も
に
同
じ
月
を
見
ら
れ
た
の
な
ら
よ
い
の
だ

が
、「
そ
れ
も
か
な
わ
ぬ
願
い
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
結
ぶ
。
出
会
い
の
時
間

は
短
く
、
別
れ
の
時
間
は
長
い
。
せ
め
て
月
だ
け
で
も
と
願
う
が
、
そ
れ
す

ら
も
か
な
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
元
稹
の
い
る
江
陵
は
、
白

居
易
の
い
る
長
安
と
異
な
り
、
遠
く
離
れ
た
長
江
に
面
し
て
、
気
候
も
異
な

る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
中
国
と
い
う
土
地
の
広
さ
、
黄
河
流
域
と

長
江
流
域
で
は
気
候
や
風
物
が
相
違
す
る
こ
と
へ
の
認
識
が
促
さ
れ
る
。
こ

れ
は
、
京
都
と
須
磨
の
違
い
の
比
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
地
理
感
覚
や
自
然

環
境
の
相
違
も
ま
た
、
日
本
と
中
国
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
の
違
い
を
生
む
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
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参
考

　
参
考
と
し
て
、「
名
月
⒡
⒢
八
月
の
詩
」
の
前
半
の
部
分
を
掲
げ
る
。

　
中
国
の
詩
文
に
「
名
月
」
と
い
う
言
葉
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
漢
和

辞
典
の
類
は
、
中
国
で
の
用
例
は
挙
げ
ず
、『
和
漢
三
才
図ず

会え

』
な
ど
日
本

の
文
献
だ
け
を
引
く
。
日
本
に
は
、

　
　
名
月
や
池
を
め
ぐ
り
て
夜
も
す
が
ら

と
い
う
有
名
な
芭
蕉
の
句
が
あ
り
、「
仲
秋
の
名
月
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。

し
か
し
中
国
で
は
、「
名
月
」
と
い
わ
ず
「
明
月
」
と
い
う
。

　
名
月
と
明
月
は
、
発
音
す
れ
ば
と
も
に
メ
イ
ゲ
ツ
、
中
国
音
も
ミ
ン
ユ
エ

と
同
じ
だ
が
、
な
ぜ
中
国
に
は
「
名
月
」
と
い
う
言
い
方
が
な
い
の
か
。

　
た
ぶ
ん
そ
れ
は
「
月
」
が
一
つ
し
か
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
中
国
に
も
「
名

酒
」
と
い
う
言
葉
は
あ
る
。
考
え
て
み
る
と
、
酒
の
場
合
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
り
、
中
国
だ
け
で
も
、
紹
興
酒
、
茅
台
酒
、
汾
酒
、
竹
葉
酒
、
杏
露

酒
、
最
近
で
は
、
五
糧
液
、
酒
鬼
な
ど
。
目
を
世
界
に
転
ず
れ
ば
、
日
本
酒
、

ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
ウ
オ
ッ
カ
、
テ
キ
ー
ラ
…
…
。
そ
れ
ら
の
中
の

「
名
」
の
あ
る
「
酒
」、
有
名
な
う
ま
い
酒
が
、「
名
酒
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
月
は
一
つ
し
か
な
い
。
い
や
、
月
も
満
月
、
三み

日か

月づ
き

、
十い

六ざ

夜よ
い

の
月
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し

か
し
そ
れ
ら
は
外
形
の
ち
が
い
で
あ
っ
て
、
紹
興
酒
と
テ
キ
ー
ラ
の
よ
う
な

質
的
な
差
異
で
は
な
い
。

　「
月
」
は
ど
ん
な
に
形
を
変
え
て
も
「
月
」
だ
か
ら
、
中
国
で
は
「
名
月
」

（「
有
名
」
な
「
月
」）
と
い
う
言
い
方
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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